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解説 

１．事例テーマ・経営課題 

本事例のテーマは、「地元密着型の物流サービス企業の、全社一丸となった３ＰＬ

事業体制の構築と次世代を見据えた組織・人事体制の構築」である。 

創業当初のＡ社は、物流産業の競争環境が激化する中、地元密着型の質の高い物流

サービスと地元事業者との関係性を構築し、価格競争を回避した。

その後、首都圏市場の開拓に向けて、後継者候補である長女をリーダーとしたプロ

ジェクトチームを組織し、新規顧客の開拓と新たな管理ノウハウの蓄積に成功した。 

さらに、長女が２代目経営者に就任後には、大手情報システム会社で経験を持つ長

男を情報システム部の部長に抜擢し、首都圏企業向けの提案営業を展開した。しかし、

新規顧客のＺ社との取引では、各店舗の適正在庫管理や機動的な商品補充が対応でき

ていないなど問題が顕在化し、部分的な受託にとどまっている。 

今後、３ＰＬ事業者としての事業展開を進めていくＡ社に対して、競争環境、外部

委託先の運送事業者の人手不足問題、多様な人材の活用と処遇の改善といった観点を

踏まえて分析と助言を行うことが求められている。

２．問題の特徴・難易度 

難易度は「やや難しい」という印象である。配点および記述量、設問構造は昨年

度と同様であり、与件文の内容も難しくないため、全く手が出なかったという難しさ

はない。一方で、組織図が提示されたことと、設問要求の抽象度が高い問題が出題さ

れたことから難しさがあった。 

よって、「何を書いたらよいかわからない」という状況になったことが想定される

が、その中で事例のストーリーや与件の根拠を意識しながら粘り強い対応ができたか

どうかで差がつく内容となっている。

３．設問別講評 

第１問 

直近２年間と同様に強みと弱みが問われており、記述量は昨年と同様である。与

件文より様々な要素が抽出できるが、時制と設問構造を意識しながら優先度を付けた

い内容であった。 

時制は「2000 年当時」であり、倉庫事業に参入したほか、その後の首都圏市場へ

の進出を目指していくタイミングである。競争が激化する中で、どのような強みを有

していたのかに着目することと、Z 社との取引強化を阻んでいる問題点の真因に着目

することが重要であった。 

事例Ⅰ講評 
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第２問 

首都圏市場の開拓を目指した当時の A 社の環境分析である。設問要求から意識し

たいのは、「プロジェクトチームの組織化」および「長女をプロジェクトリーダーに

任命した狙い」に対するアンサーを意識したい。 

プロジェクトチームの組織化に関しては、知識的な観点でいえば、既存の思考様

式にとらわれずに新規事業を推進できるメリットがある。その中で、A 社にはない首

都圏市場の知識を、長女および首都圏での新規採用社員を活用することで事業化を進

めていくことが考えられる。 

また、長女をプロジェクトリーダーに任命した狙いとしては、次世代を担う経営

者や若手の幹部候補に事業経験を積ませようとしたことが考えられる。 

第３問 

設問要求の抽象度が高く、難問である。主語が Z 社である点と、制約条件が少ない

ことから「何を書いたらよいかわからない」という状況に陥りやすい。 

このような問題では、設問構造や解答の表現力で差がつきやすい。一つの観点と

して第 1 問の強みや弱みに着目したい。他方、今後の事業展開について問う第４問と

の関連を意識することが有効である。 

また、解答の多面性、論理性、具体性を意識することで、与件の内容から離れな

いことが大切である。 

第４問 

今後のＡ社が３ＰＬ事業者となるための事業展開について問われている。 

（設問１） 

設問要求の抽象度が高く難問である。主語が創業経営者である点に注意したい。

配置転換の内容は「経営幹部が専務取締役として２代目経営者を支えること」と「２

代目の長男を運送部と倉庫部の統括マネジャーに配置する」ことである。 

本問も第 3 問との関連を意識しながら方向性の実現と、経営課題の解決を意識しな

がら解答を組み立てたい。 

（設問２） 

設問要求の抽象度が高く難問である。今後の方向性は、３ＰＬ事業者として顧客

との包括的かつ長期的な取引契約を構築することである。そのために、必要なのは組

織図にある各機能が連動することや、それまでのＡ社の強みであった地元密着型の事

業展開を活かしていくことである。 

また、与件文にある競争環境、外部委託先の運送事業者の人手不足問題、多様な

人材の活用と処遇の改善といった経営課題を意識しながら解答を組み立てたい。単に

知識を問う問題ではなく、事例の全体像を意識しながら解答を組み立てることができ

たかどうかで差がつく内容であった。


